
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」本選問題の解答・解説

Ｓ
右の四角形ＡＢＣＤは正方形で， Ａ Ｄ

１辺の長さは１２㎝です。

このとき，四角形ＰＱＲＳの面積

を求めなさい。

Ｐ

Ｒ

Ｂ Ｑ Ｃ

四角形ＰＱＲＳは，どのような四角形なのかはっきりしません。また，辺の長さも分かりません。

ということは，四角形ＰＱＲＳの面積を正方形や長方形や平行四辺形や台形などの面積を求める公

式に当てはめて求めることは難しいと予想できます。

この条件で分かることは，正方形ＡＢＣＤの面積 １２×１２＝１４４ １４４ｃｍ２ だけです。

となると，

・四角形ＰＱＲＳをいくつかの図形に分けてみる。

・正方形ＡＢＣＤの面積から，余分な４つの三角形の面積をひく。

・面積が等しい図形を見付けて利用する。

などを考える糸口にしていくことになります。

Ａ Ｈ Ｓ Ｄ

左の図のように，もとの図にある直線をＲＥ，ＱＨ

とし，その直線と平行な直線ＰＧとＳＦをひきます。

Ｐ すると，面積が等しい三角形がつくられます。

Ｇ 分かりやすいように，下の図のように余分な線を消し

てみます。

Ｅ Ｒ

同じ印が付いている三角形は、それぞれ面積が等しく

Ｂ Ｑ Ｆ Ｃ なります。

真ん中の四角形①は長方形なので，面積は

３×４＝１２ １２cm2

○ ＊ ということは，四角形ＰＱＲＳの面積は

○ ○＋□＋△＋＊＋１２

で求められることになります。

＊ ○＋□＋△＋＊ ＝ （１４４－１２）÷２

□ ① ＝ ６６

□ △ したがって，四角形ＰＱＲＳの面積は，
△ ６６＋１２＝７８ ７８cm2
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